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海藻粗脂質中の抗酸化勧質と緑色食品について

　　東海学園女短大　○西堀すきit　　椙山女大　並木和子

目的

　演者らは、植物性食品中の抗酸化物質に関する一連の研究の中で海藻粗脂質中に抗酸化

活性を示す物質の存在を確認し、活性物貿の単離精製を進めてv>る。その中で、海藻粗煮

質中の抗酸化活性を示す物質はクロDフィル誘導体でフェオフィチンに類似の物質である

と推定している。そこで、今回は一般的によく利用されている緑色を呈しているホウレン

草等の食品を用い、この7 よオフィチン類似の勧質の存在について同様な検討を行なった

方法

　演者らが海藻粗脂質よりフＺオ7 ィチン類似の抗酸化区分を得ている方法に準じてホウ

レン草を風乾した飛粗脂質を抽出し、更にこれをシリit Yルカラムクa マトグラフィ―を

用い12 7 7クシ・ンに分画した.分庸物については抗酸化活性をロダン鉄法で測定する

とともにHPLC, FAB／MS等により分析を行なった.

結果

　生のホウレン草を風乾し、これを海藻粗脂質の抗酸化物質抽出およぴカラムクロマトグ

ラフィーによる精製と同様の処理により得られた各7 ラクションの分析の結果、量的には

極めて少ないか海藻と同様にホウレン草粗贋質にもフＺオフイチン類似物質の存在が推定

された.
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